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ＡＵＲＵＭⓇ ＰＩ-ＰＡ 

 

ＡＵＲＵＭⓇ ＰＩ-ＰＡは、ガラス転移温度 258℃と、従来のオーラムⓇ（ガラス転移温度 250℃）

よりも更に耐熱性を向上しております。 

押出し成形性が、従来のオーラムⓇよりも改善されており、ストックシェイプの製造にも適して

います。 

結晶化速度が遅く、事実上非晶です。 

 

表－１：PI-PA と PL450C との比較 

項目    単位    
AURUM 

PI-PA 

AURUM 

PL450C 

〔一般物性〕 

融点 

ガラス転移温度 

ＭＩ値 

結晶化速度 

結晶化温度 

 

ﾟ C 

ﾟ C 

400℃,1.05kg

t1/2min 

Tc ﾟ C 

 

380 

258 

 8 

100 

320 

 

388 

250 

4.5-7.5 

10-15 

330 

〔機械物性〕 

引張り強度 

引張り伸び 

曲げ弾性率 

 

MPa 

％ 

MPa 

 

95 

82 

3030 

 

92 

90 

2940 

〔成形条件〕 

シリンダー温度 

金型温度 

 

ﾟ C 

ﾟ C 

 

380-420 

180-200 

 

390-420 

180-200 

 


